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頭せる炭酸バリ ュウ ムが其使用法を誤る 

どきは無効に均しき事實あるに鑑み、技 

手井上元則を して炭酸バリ ユウ ムの 性 能 
・

並に炭酸バリュウ ム含有殺鼠劑の調製法 
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野鼠 被害 防除に就て (第 一ﾡ)

(炭酸 バリュウム に 關 する 試験成績)

緖 言

本道の森林に對す a 野鼠の被害は近年著 しきるのあり、商和12年 
度に於け る 造林地被害面積は國有林 5,601町歩、民有株 5,364町歩 
に及び共被害額は図行林のみにて約12万5千N、之に御料林、地方 
費林、民有林の被害を合すれば、Tに20万聞以上の多きに違する見 
込で ある。木材資源の確保が叫ばれ擧國一致生産力 の擁充に邁進す 
べき現今の非常時局に於て、斯の如き莫大な る野鼠の被害は造林事 
業遂行上竝に民間の造林獎働上一大暗影を投ずるものと云ふべく、 
之が防除法の確立は常面の要問題でわる。
從來本道 にが て 野鼠の化學的防除法 こして 推せ られたる はﾡ酸 

ス ト リ *=ーネであつた。然る に同剤は 主こし てﾡ乙製品 なれば、 
現下の非常時局に於ては國策上輸入し得ざる事情にあ a そ以て、之 
に代る に狭酸バッ ユ ッ ・の使用が搭頭す る に至っ た。 本ﾡの野最ﾡ 
除應用に關 しては幾多の疑問があ って、各方面よ り 林々の質問を受 
けるので、昨秋以來之が使用法の改善Kに經濟的方法に關し試驗を 
行つた。玆に結果の概要を報告し實務家の御參考に供す る。

ﾡ本報告に於 て 試驗 に供 し た野量 ごエゾャチネズミ Clethriono- 
(10)

mys rufocanus bedfordiae (Thomas) (一-名ベツ トフォードネズミ) な 

るこごを明記 して置く。

( 1 )



第一章 炭酸バリユウムの性能に開する調査

I 炭酸バリユウムの性質
・ , . 。 ・ , ・

ﾡ酸リユッム (Ba CO.) は白色、無臭、無味にして、天然に多 

く産しバリュッム 化合物の主要な原料で ある、之を ﾡすれば分解 し 

酸化リュツムごなる。ﾡ酸バ リュッム は水には殆ど溶解し ないが 

無水ﾡ酸を以て他和した水にけﾡ解する。試驗の結果野鼠 (ﾡ不 

均20.43士6.05) 一ﾡを殺すに0.1 (にて充分である。 而 して猫、家禽 

の場べ 0.60-0.97元を中形のをﾡすには 0.47元以上を要し、人 
(12)

類は 3.88元にてﾡれた例わ り ビ云ふ。 クラフ ト氏はバ グュッム 中毒 

に て 死亡せ る 者を研究 し共獄少致死量はﾡ1 町にﾡし 0.09死 な 

らんご報した。 - .... ;

I 炭酸バリユウムの毒作用

バ リ ュ ッムに中毒せるﾡ初め非常に渦を催し水を求め るがい 

S下ﾡ、格期を旭 しげﾡ管内及び門臓管内に出血を楽 し継死する。 

下ﾡを起すﾡ管及び筋内内並之を司 る 運動神經 を 部分的 に刺 

激する結果. に依る らしく、植揃を起すはﾡのﾡ華小ﾡを書するに囚 

る ならんe 本劑は砒素の如く ﾡﾡの崎敗を 運延せ し め る作用が a 

と云はれてゐ る。野ﾡが木ﾡを多量にﾡ収する ごき30分乃至数げ 

間にして斃死する %、小量なるどきは防運動不活ごな め、悪2 
を伴ふ程度に してﾡ十時間後には回復する。一旦回復せる町鼠は共 

後再び本ﾡをﾡ食せざる個向が極めてﾡい と とは試驗の結果明瞭と 

なつてゐる。 - . :

I 炭酸バリュウムの致死量、 致死時間 

及體重竝に囑食傾向試驗

エ ゾャ チ ネズ ミ に割す るﾡ酸 リュッム の致死量を知らんが爲め 

ﾡ変粉2元にﾡし量を加減し剛子を池ら ・ 第一次50頭の野良に施 

與 い、之がﾡ食状 况 そ 調査せ る に附 表第1-5(省略 )のりである。 

更 に之が正確 を期する爲め、ﾡ挙粉及米ﾡ加ﾡ数町子 を 用 ひ審孫 を 

加滅 し毒画子を造、同時に同大の無毒画子を も造め、第二50頭 

の野取に各1個宛施興し、之が嘴食状况を調査せる に附表第6-10 
(省略)の通りでわる。 ・ さ

第一次及第二次試驗の結果 よ ら 致死量を摘鉱する に第1 表の如く 

でわ るo
ﾡ死せる野ﾡのﾡ取せる審量の範四は、最少では 0.00670- 

0.04250元、最大で0.04000-0.64500元、本不均では0.02400-0.17250

である。獲死せる野ﾡのﾡ収せる奪量の縄不均は 0.08724 瓦 で あ 

つて、野展のﾡ派不均30瓦前後では此ﾡ度ﾡ取せば必ずﾡ死する。

一方をﾡ収せる も斃死せざ ら し野鼠の描収せる毒量の範聞は、 

ﾡ少で0.00475-0.03300瓦、 最大では0.02200-0.08300ﾡ、 本均で 

は 0.01310-0.04500宠で ある。ﾡ死せざり し野ﾡのﾡ取せる審の 

総不均は 0.02461 であつて、野ﾡのﾡ不均30前後では 0.02401 

瓦の攝取量では、ﾡ死せざる %のが相當ある ご見て kいo

第1 炭酸バリュウム致死呆調査總括表.

武 験 ﾡ 死 せ る 野 鼠 座 死 せざりし 野人

順 次回致
野 項 ﾡ 収せる 毒衆 ﾡ せる 丁 .：l：：

頭数 平均体 最 少 [ 大 乎.均 ボ 少 「ﾡ 大 平 均
ﾡ i ﾡ 浜 北 瓦

第一回 • 10 28.4G士5.S1 0.00670 0.31500 0.14860 0.01250 O.C3075 0.01990
第二回 10 27.43士:.00 0.00750 0.23000 0.09740 0.C0700 0.02200 0.01600

第一次く 第三回 10 29.70士5.86 0.01875 0.64500 0.17250 0.00900 0.04650 0.02650
第四回 10 35.91士5.2G 0.03000 0.06000 0.019う0 0.0：)570 0.04800 0.01900

第五回 10 32.31±6.52 0.04250 0.33000 0.15700 0.00475 0.02700 0.01310

第一回 10 27.33+3.36 0.03000 0.10000 0.06000 0.08300 0.08300 0.04500
第二回 10 30.65士G.S5 0.02000 0.07500 0.04300 0.02500 0.06000 0.03700

第二次 第三回 10 27.52士5.0G 0.02000 0.04000 0.03244 0.02000 - 0.02000
第四回 10 27.91+4.61 0.01300 0.04000 0.02400 0.02500 一 0.02500
第五回 10 2712士5.00 0.01000 0.16000 0.08800 . .一. ) - . .

・ C

継不均 •. 29.43士6.05 ,- 一 0.08724 - - 0.02461

・ とを要する に斃死せ る 野最の折取せる審量の最小範閣内の最大は

0.04260 ﾡであ 6、大範岡内の最少は 0.04000ﾡであるから、年

( 2 )



均間重30元の野取けは大分 0.03000加収すれはﾡ先す るるのごど 

られる。然し例外こ して0.06000瓦及0.08800ﾡを食し獲死せざら し 

ここ 100頭中各1回わつたので、之等のﾡる考厳に入れてエゾャチ 

ネズミの致死量を 0.1 瓦と見る は極めて安全な り ご考へる。

• 次に前述の試驗に於け る致死時間及體重につ きて見るに第9 炎の 

如くであつ iこ。 ・

第2表 ﾡ酸リュシムを食しﾡ死せる

野員の 體面及 び致死時間 の 比較

試 
次 回 数髪Eﾡ数 前休重

姉一大

第 二 大く

第一回 
第二回 
第三回 
第 四 回 
第五回

2:10土4.17

27.33士3.23
23.67+6.64
38.62士6.14
28.32士6.85

回
同
回
回
同 

二
」
三
四
五 

第
第
ガ
第
第

5
9
9
10

2う.59士1.41
26.38±3.19
27.41士5.96
23.07+4.83
27.12+5.00

掃 収 

ﾡ 量 

d.14860 

0.09740 
0.17250 
0.04950 
0.15700

0.06000 
0.04300 
0.03244 
0.02400 
0.088300

2& タE 後
体 ホ

も
22.94士6.76
24.19士4.16
27.96士4.56
35.82士4.63
25.38士6.87

24.43士1.63
23.64士3.74
23.18士4.46
23.72士3.S6
26.60土5.71

平均致 

死時間

9.41
4.13

14. 20

17.00
10.47
13. 00
21.17
G.11

試 験 TC 行

4: 月 H
9

.3
ク
〃
ク
ク 

K
K
X
X
X
 

/
/
/
/
/
 

-2
ペ
ニ
ー 

K
K
K
K
X
 

/
/
/
/
/
 

21
22
29
3<)1

X
X
X
X
X
 

/
/
/
/
/
 

玄

嚼

-2. 

X
X
X
X
X
 

/
/
/
/
/

總 ボ 均 26.46±5.99 0.08724 25.79±G.05 11. 12

ﾡ酸バツ ユウムを食し最も早くﾡ死せる例こ しては 0.310 比 を 食 

し28分にてﾡ死せる %のがある。第一次第二次の10回に直る試ﾡに 

於け る平均致死時間の最短は 4 時間18分、最長は21時間17分でつ 

:。T際致死量 0.1混以下を食し比地較的早くﾡ死せる例は (1) 0.04 

ﾡを食し1 時間15分にて (2) 0.0075元を食 し 1 時間95分にてゆ機死 

であるo ・|・
本剤はﾡ酸 ストリキニーオ剤ご興り、寄性弱き た め致死時間長 き 

傾向がある。致死景以上に食せる場合は竟外に早. く斃死する 乙zわ 

る %、小量食せ る 場合は 回復の機令 を多く 奥へ る 結果 ごなる は本ﾡ 

の映開である。又本剤を食せる場合致死崎間の長短に著しく不同が 

あるの、野取のﾡ質前びに共常時の體内食物の閲係にﾡく %のら 

しいe 前述の如く本剤を食し野取がﾡ死するには、相常の時間苦ﾡ 

c 4 )

を呈い 第2表に示すが如く間は 10% 內外の減少を來す傾向が 

わる。 :

従米酸 リュッム は酸 スト リキニーネょり 野鼠 に知覺 され易 

い ご云ふ設がわ ゐ ので、第二次の試驗の際は同大の炭酸バ リュッム 

含有画子と無毒團子を同時に施與 し、共嗜食状況を比較せるに第3 

表の如くである。

第3表 炭酸 ソユツム合有岡子

と無毒團子どの啜食比較

試 聡 赤 D] 子 毒 ・ 丁

顕致
備 考

回数 頭数 和 類 ル量
混合物 IS山m?企 ,,施S山m企

種ﾡ数数 次、敷 担

第一回 10
バリュッム

元
0.10 潘麥粉

ﾡ
0.30 10 50

死
0.40 10 85 3 (.1)理子は演及

第 二 回 10 0.10 ク 0.30 10 44 4 0.40 61 5
無を同時に 

1頭に到して

第三回 10 0.10 0.30 10 31 ク 0.40 10 48 9 各一個宛施與 

す。
第 四 回 10 0.10 0.30 10 24 ク 0 40 4s 9 (2)即子は水と 

混 じて利き 
硼子とす。不 均 39 01

第一 回一第四回迄の平均は、炭酸 ソ ウ ムﾡﾡ聞子食率39% 

に對 し無毒蕎麥團子嘴食率 61% を示した。之に依っ てﾡ酸 ッ ュ ッ 
ム合有ﾡ変町子野ﾡに或程度知質さ る る こごが判る。

IV 野外に於ける炭酸バリユウム割のﾡ食傾向試験

前項室内試驗の結果、狭酸 ッ ュ ッ ・ﾡは野取に知ﾡされ易い傾 

向のある ここが判つこが、更に野外に於ける之がﾡ食傾向を知らん 

ご し、連年鼠害あ るカラマ ツ造林地 0.1 陌(第 I 圖參照)そごら、共 

周圏に術3人深3の溝を堀り、外界と野鼠の交通. を遮断 し、第2 
岡の如く 無毒團子と 炭酸バリ = ッ ・合行期子 を 交互に施與 し、無毒 

ﾡ子のﾡ食準が10%以下ビ なるま で継額 し に。

共結果無導剛子ﾡ食料最高99%示 しz % のが14H 目に 4%ごな 

り ・ 此岡 に於て炭酸バリ ユ ッ ム含有團子の喝食された總數は 169 個 

でわ2た。此事實 より11月 頃降雪直前 0.1W常 375 個 の無毒團子 を

c 5 )



施興し「食90%前後の微役林地に於て、1G9 個以上の帯画子 

施奥するる無駄な こ ごが判る、勿論本試験にﾡ一回の例なれば直に 

之を以て全般を論じ得ざる %大ﾡの価向を推知し得る。

此 の試驗 にが て 特に興味 を ひの は、無M子 と毒陶子の喝食 

傾向の激變であ る。 天に順を追ふて記すれば無88-99%、239% 
無審67-83%、ﾡ99%、無84-91%、審15%、無96一45%の如 

く であつて、ﾡ酸リ ュ ッ ・合行ﾡ子が野外に於て如何に く 野鼠 

に感知せら る るや々の想像以上である。

第1岡 ﾡ断試ﾡ地 (降雪後の狀況)

第2圖

旅地 

ぬ行面所
i別町野F繰田志文別所びﾡや No.I
o.1 Pi

連断試験地内に於ける 野鼠 の毒剤噸食試驗

次 に降雪後 に於 け る 野量の炭酸 ツ ュ ツ ムﾡ食傾向 を知らんが 

爲め、茨の如き4ﾡのW子を製道し、無毒團子嘴食率 70-90 %.(0.

1阿常100 簡撤 ) な る 微被害 カラマツ 造林地 4筒所にﾡし、同數 

の赤ﾡ子を無剛子ご変互に施ﾡし15日間継ﾡせる に第 3 圖の如き 

結果を得ro

ﾡﾡ 1 仙iの分く

「No. 1 =ﾡ数材0.19元 +炭酸バ リ = ウ 40.06互

No. 2 =ﾡ数材040丘+ﾡ酸バリ ュ ッ 40.10
No. 3 =米ﾡ0.30+ﾡ数材0.10此+炭酸バ ッ ュ ウ ・0.10

+サッカリ ン徹量

No.4=ﾡ変材0.40+炭酸ッ ュ ウ ム0.10

No.4も成領良く共の次力No.3. No.2. No.l. の順であった。

No:1 の ﾡ食率は数H間行ﾡ ご 無群 ごの間 に差興が あう、他の3 剤 

に比 し 野泉に J知 され易へ 傾 向が見 える。

( 6 ) ( 7 )



第 3 岡

試ﾡ地 正別!可野ﾡド付効『ぬ登内 ゲワ ッﾡ 
f o.1Fi

降 雪 後 に於げ る野取 の 番 剤略食ﾡ験

V炭酸バリュウム含有殺鼠劑の混合物に関する從來の知見

從來炭酸バリュウム の重要な 混合食物 ごして知られの、玉蜀 
委ゆ、ﾡ変粉、麥粉、満変粉、鶴純粉等で ある。常試験場報告第11 
ﾡに佐れば、エゾャチネズミの最も好食するのは玉蜀黍粉、燕麥粉 
で、次が蕎麥粉、麥粉等であって、牛脂、パラフ ィ ン、砂ﾡ、油類 
等にて味付けした%のけは、味の無いものに比し餘り好まず、中には 
却つて食せられざるるのみ り ご結論してゐ る。

(13)

渡遊菊治氏の本州産タネズミの研究に於て、(1) 玉ﾡ系粉ﾡ 
も艮 く、ﾡ変粉之に亜ぎ、鶴飾粉は不適當である。(2) 玉ﾡ委粉メ 
は精粉の増量目的を 以て他物 を ずる場合は煮馬鈴藪が良い。甘諸 
を 加ふる は良き も 炒大豆粉、妙米ﾡ、米ﾡ、皴等を 用ふる は 却って 
ﾡい。(3) 鹽分及び糖分は之を團子に混ずる も嗜好に大なる變化を 
及さ ざるが如き も、若し混和せん とせば砂糖或は糖密を用ふべ し

c s )

ど結論せられ2o

相澤保氏はI和13年 7 月 エゾャチ ネ ズ ミ の驅除用炭酸バリュウム 
の混合物ご してﾡ姿粉を川ひられ、それに米樵三割迄混入する %可 
なりこ、又ﾡ酸 リ ュ ッ ・は無央な る を以て何等調味料•を要せずと 
發表せられた。

松本清之丞氏はM和13年10 月 24 日 當 場 に 開催の 鼠害防除對策座談 
各席上ﾡ酸ス ト リ キニーネ及炭酸バ リ ュ ウム の混合食物 と して米補 
及麥粉を推獎せられた。

以上の各設 を校討す ゐ に次の如く で ある。
(1) 穀ﾡの 中野鼠 (ﾡで エゾ ャチ ネズミ 及ハク ネズミ を指す) 

の撤る好する ものは玉蜀粉なる こごは疑ない。然しこのるのは特 
に注女す る に非ざれば、随時入手す るここ 困ﾡな も ので、ﾡ除用 と 
し て 實用 向 でない 嫌があ る のみ なら ず価 格 も 案外高 い。

(2) 燕麥粉に蕎麥粉 ょ ら ﾡ食良好なる傾向がわるが、雨者の差 
巣は左程著しい %のでは無い。 例へば燕麥畑に近い林地で成長せる 
野景は 葉変粉 を好み、蕎麥畑 に近い 林地 で成長せ る 野鼠け 蕎麥粉 を 
好むと云ふ程度の環境に依る差異はあるらしい。又野鼠は個体に依 
り性楽単好に差巣があるので、供試野鼠の個体の と り 方に依って も 
或程度の 差異は 免れ得な い。 ﾡ姿粉 と 燕麥粉の嗜好上の差異は 此の 
利度の も ので願除用 どしてはは甲 乙はﾡ りないこ 思ふ。殊に燕麥粉は 
普通に販資して居らず特別に注女しなければ求め難い。葉数粉の製 
粉操作は蕎麥粉の場合よ りも困難な もの ら し く、製粉業者は注女を 
喜ばない 嫌が•ある。ﾡる導情よ り 見る と蕎麥粉の 使用 は燕麥粉 よ り 
有利どなる。

( 3 ) 本州産→タ ネズミ には鶴鈍粉團子は不適當で あ 、玉蜀黍 
粉に炒大豆粉、炒米糠、米糠、皴等の混用は却って惡いと云ふ。エ 
y ヤチ ネ ズミ は蕎麥粉又は葛麥粉に米糠の混用 したものを 推ﾡし て 
ゐ ゐ 向 きる%わる が、又米糠に麥粉り混用 を 推美 してゐる人るあつて

c 9 )



未だ一定 してゐないo

(4) 野鼠(エゾャチネズミ及ハタネズミ)の嗜好と味との關係 

について砂ﾡ、ﾡ、油ﾡ、牛ﾡ、バラフイ ン等にて味付けた%のは 

何れ % ﾡ果が良 くないとどになつてゐる。 但砂ﾡけ 本州産→タネズ 

ミ の例では嗜好には大なる變化を及さないと云ふてゐ るが、多少入 

れ 方が良 い 樣 (患→ る o
( 5 ) 淡酸リュッム は無央ﾡ味な るが放に何等調味の必要がな 

いご云ふてゐる人があるが、之はﾡしく認識が不足である。成程人 

間には無味無臭ではあ るが、旣に述べたるが如 く 野鼠は本州を非常 

に良く知覺する。殊に蕎麥粉や燕麥粉等と混用せる場合は實に良く 

知覺するので,實際驅除に應用せんとするには味や香を添へて、出 

來得 る 限 め 知覺 されぬ樣に工夫す aとこ が必要で あるこ 思ふ。

W摘 要

( 1) エゾャチネズミ の體は2943土6.05死である。

( 2 ) ﾡ酸バ リュ ウム の エゾ ャチ ネズミ (にﾡす る致死量は 0.1 瓦 

であ るo

( 3 ) 同種の粉を川ひ て喝食試驗を行ふ と ﾡ酸 リュッム の合布 

量の少い程好食される傾向があ ろ。

( 4) ﾡ酸リュウム剤は野ﾡに知側され易いから、混合する叫 

子には適當な香味を添へﾡ食され易い様に工夫する必要がわ る。

( 5 ) 玉狗黍粉,蕎麥粉、燕麥紛は人畜の食料で あ るのみな らず 

相當高價に贩賣 されつ ゝある%の なれば、成るべく 之等の單用は避 

け 之 に代用すべ き 適當 な 混合食物 を案出する 必要があ a o

( 6) 従楽行はれた野ﾡの時好度に関する試験は室内試験のみで 

あ っ た。長い 間偏食 させて飼育 し 野収を仙用 して行ふ好座の比 

較は、往 々正常な ら ざ る 場合 を 生ずる ので、是非野外試驗 % 併用す 

る必要がお る。

第二章 炭酸バリュウム含有殺鼠劑調製に関する試驗

本章 に於 ては前章 に 於 て論述せ る 客和の映ﾡ を改良せんが爲め、 

野景の嗜好に側する讃を行い、有効に し て經濟的な團子の案出を 

目的ごす。 J

I試験方法

野鼠の試驗並に調査は適正 そ 期せんが爲 め、室内讃験 と 野外試験 

と そ併行 した。M子つ好にWする試験は室内及野外共特に記載な 

き %のは火の方法に依つなものである。

A. 室 内 試 驗 .

室内試ﾡは野ﾡの何育燃内に各一頭宛入れ、』鈴事及業変を以て 

何育し、それに試驗せん こ す る 剛子を 同時に入れ、共ﾡ食量如にﾡ 

食頻度を毎日所定の期間中調査した。M子 1 個の大さは15x内外の 

%ので、各和を同時に施典試戦する場合は、18-20番線の針金でそ 

れ等のM子を順に突通い、それに番號札を附し画子の移動故亂を 

防止した。供讃野取は野幌産の %のは揃獲 3 ヶ 月 以上、川湯産の % 

のは10日以上ﾡ育せる もので、一回の 實驗 に 10頭又は 20頭 を 用ひた

B.野 外試 驗

野外試驗 は 野幌 國 有林.に於 て エ ゾ ヤ チネズミ の最 % 桜息す a 林地 

(0.3--1.0m) 數十箇所を選び遣き、試驗の都度以上の中 よ め 1簡所 

宛選び、共内の適所20地ﾡに供試M子ぞ］ -2 日間施與し、ﾡ食量 

及ﾡ食頻度 を比地較 した。供試画子は 室内試驗 に供 した%のご同様の 

方法にて處理し、團子を突通した針金の兩端. 及中央を、同番の針金 

ビン (8.0-4.5頼) にて地面に固定し、画子の持逃げ、散亂を防ぎ 

共場で食せ しむる 樣 に し こo
ﾡ一度ﾡ物の試験(に供し野外試感地再び使用しなかつた。

C 10 ) ( 11 )



II 香味料と嗜好の開係
第 4 表 ﾡ分及びﾡ分ご好ごの開係 室内試験 (1)

(A) 糖分及鹽分との關係 ・
鼠族の第分及眼分に對する嗜好に就ては從來除 う 鋭敏な らずご報 

告されたるのが多いo

エゾャチ ネズミ に就て % 同様の報告がわつたが、幾多の疑がわ 
つこので、 の如き試ﾡを行つて、先つ糖分ごﾡ分ごに到する"好 
關係を調査した。 • .■

室内試験(1) 及野外試験、8>一試験材料
I =米様375重+ﾡ変粉125+白砂材40丘 

I=米様3751ﾡ交粉125量 (標準剛子 

I =米ﾡ375工+ﾡ変わ125互+企ﾡ15

室内試験(2) 及野外試驗(4)-試驗材料
I =ﾡ数材500+白砂ﾡ40此 

I=ﾡ変材500丘 (標準M子 

I =ﾡ数粉500互+企盛15

室内ﾡ験例(1)及(2)の締果は第4一5表の如くであって、米ﾡ375 

ﾡ加業挙粉 125 ﾡ及ﾡ数粉 500項に、夫々 白砂糖 40 気 を 加 ～なるの 
は、標準剛子及ﾡ15x加へ zるの に比 し、「食量 2-3 倍多かつ
。又其の喝食頻度は標準團子 よ り 多 く 嘘15ル入 こ はは 同じであつ 

な。標準團子と典入團子とでは、第1 回試驗では鹽入幾分囉食量多 
かめ しる、第2回試験では共反勢であつて、嬲は入れて も. 入れなく 
て%大差が葉いo

野外實驗例 (3) 及 (4) の結果は第 0-7 表の如く であって、米ﾡ加 
燕麥粉の場合でも、蕎麥粉の場合で莓、砂糖入は鹽入に比し2-3倍 
多 く ﾡ食 され、室内試験の結果 ご全く一致し たが、喝食頻度は 3 種 
の間に大差が無かった。(第4圖參照)
以上の室内及野外試驗の結果よ ら見て適度の砂糖を加へ味を付け 

る ご、W食量を埼大せ しめるこ ごは疑のﾡ地が無い。

供試野 別町野桃図イ林産 エゾヤチネズミ 

試 感 J] ウ 昭和 u 年 2月GH王同年同13H

摘

\

ﾡが I I 添

頭数
衆 頻度

1項i 
ド 均 
企 •銃

ﾡ 食 

頻度

1mii 
均

企 状

總 
食 
料

ﾡ 食

ﾡ 座

1i 
平均 
企 吊:

企

他

第1H日 20
龙 
7.70 10

元
0.39 2.21 13

猊
0.11

浜
3.47 19

変
0.17

画? 
燕麥

第2H日 (30. 1S.05 16 0.90 2.95 13 0.15 2.58 15 0.13 ク

第3H目 (20> 16.56 16 0.s3 2.51 9 0.13 5.00 12 0.25

締4H日 (20 17.80 15 0.s9 4.25 8 0.21 4.55 14 0.23 ク

締5H日 (90) 15.00 1S 0.75 5.85 11 0.29 5.44 18 0.27 ク

第6n目 (30 23.80 16 1.19 115 6 0.06 4.85 14 0.24 ク

幼7 n日 (20 13.70 15 0-69 3.S8 8 0.19 5.03 17 0.25 ク

at 20 113.61 112 5.04 22.80 68 1.14 30.95 109 1.54

1 商研 
總平均

16.09 16 0-81 3.26 10 0.16 4.42 16 0.22

第5表 糖分及びﾡ分ご好ごの開係 室内試驗(2)

供試野量 江別町野幌國有林產エ ゾヤチネズミ 

試 略 期 ﾡM和 144: 2月2G日 同年 3月5H

\摘
ヽ要

順\

供:試

頭 数

I I I 添 

食 

物

ﾡ 
食 
衆

ﾡ 食 

頻度

1!ii
平 均

企

経 
食 
•心

ﾡ企

頻 座

1y
ド 均
食が:

總 
食 
ボ：

ﾡ 食 

頻度

1頭i 
ボ 均 
企 m

第 1II 目 20
兀

25.20 1G
死
1.41

丸
13.00 13

元
0.65

d00
13

凡
0.50

馬鈴善 
ﾡ 麥

第 2 H 目 (20) 34.70 17 1.7i 24.30 15 1.22 12.60 15 0.63 ク

第3日目 (20 58.90 18 2.94 19.50 17 0.98 9.30 1s 0.47 ク

第4日目 (20> 41.50 16 2.08 12.30 17 0.62 7.10 17 0.36 ク

第 5 H 目 (20 22.90 17 1.15 11.50 14 0.5S 5.90 18 0.30

締 6 H 目 (20> 19.80 19 0.39 1650 19 0.S3 9.00 17 0.45 ク

第 7 H 目 (20 18.80 20 0.94 9.20 .19 0.46 8.95 20 0.45 ク

計 20 224.$0 123 11.25 100.30 114 5.34 62.75 118 3.10

1 両研 
總平均

32.11 18 1.61 15-19 16 0.76 S.95 17 0.45

( 12 ) ( 13 )



内験(2) の企状況

(つて上 り砂ャ40入、ﾡ消、ﾡ15入)

第 4 圖 ﾡ分及 びﾡ分 ご好 ど の 開係

第6表 糖分及 び盟分 ご 好 ごの開係 野外試験 ( 3)
試 験 地 江別町野幌図行林

試 験 期 担M利144 2月11H玉同 4:同13II
、摘

試 驗 

箇 所 数

I I I
総企量

ﾡ 食 
頻 ﾡ 越企

ﾡ 食
頻 ﾡ

絶企量
陶食 
u 度

第 1 H 日 

幼2H目

20

(30

死 
23.72

60.50

3

17

1S:55

38.70

4

14

10:35 

:4.47

5

13

at 20 S4.22 20 57.35 18 44.S2 15

1 Hﾡ 總 平 均 42.11 10 28.63 9 22.41 9

第 7 表 糖分及び艇分 と嗜好 との關係 野外試驗 (4)
試 験地 江別町野幌國冇林

試 ﾡ 期 自昭和144 2 月 2s 口同年 32H

C 14 )

、摘

•" 一
試 略 

箇 所 数

I I I
陶食 
堀 度

鶴企
囉食 
堀 度

継企 iはt
ﾡ 食
堀 度

第1H目

第2H日

20

(20)

66.40

70.40

10

14

元 
21.50

25.50

7

12

21.40

27.10

10

-18

t 20 136.80 24 47.00 19 4S.50 28

1 H 硫 総4 均 68.40 12 23.50 10 21.95 14

(B)砂構の増量ご"好 ご の卵係

|砂神の増量にふ好闘係を知 ら んが爲め次の如き 試唸を行つ に 

室内試験(1) 及野外試験(5)一試験材料

'I =書数材500元+白砂加S0正
・ I=裕ﾡ材500 (様i消M子

I =奇材500 + 白 ゆ少納40

室 内讃験(2)及 野外試験( 4 ) -試驗材料

I =*株37う+葉数材125正+向砂細SO
・ I=米神375+数材19E (標i刷予)

I = 米神375瓦+ 燕麥粉 125瓦+内 砂糖 頸面

室内試験 (1) 及 (2) の締果附求第1-12 (省略)の如く であっ 

て、20 頭の 1 II本y食量及ﾡ食頻度は、前者は I =32.98互:15回、 

I=7.52元:11回、 I=21.80瓦:16回で、後者は I =11.90瓦： 16冋、 

I =4.70瓦 :15回、W =6.91死 :16回iで、米種375元加葉数粉125五及 

ﾡ砂納 500 ﾡ仰れに砂ﾡそ加へ場合でい、白砂糖 80.瓦は 40 瓦 よ め 

幾分嗜食量多 く、雨者間 に大差がな い。兩者 を標準画子に比する と 

2-3 倍以上の喝食果 ごなつてゐる。開食頻度は 白砂糖 如 瓦及 80 瓦 

入共標準子 ご 大差がﾡ い が幾分 多 い 傾向 にある。

野外試験 (3) 及 (4) の結果は附よ第13-14 (省略) の如 く、20簡 

所に於け る 1 I1 の喝食一ほ及喝食頻度は、前者は I = 92.6元 :15回、 

I =52.65瓦 :19回、・ =80.60瓦 :13m、後者は I =141.90元 :18回、 

I =46.95瓦:16回、ロ =88.10瓦 : 18回であって、室内試職ご同様の 

傾向にあり、米ﾡ 375 ﾡ加ﾡ挙粉125 及ﾡ姿納 500元に勢 し砂ﾡ 

8O瓦入れ た%のは、40元 入れ たるのよ ら 喝食量多 きる、時に よ ヶ共 

強は除 り 顯著でなかっ たが、兩者を標準画子に比すれば斷然多 く な 

つてゐるo

ﾡ食頻度は 室内試験 ご 同樣三種の間 に顯著差異は認 められない。 

之を要する に米糖 375 瓦加葉挙粉 125 ﾡ及着挙粉 500 ﾡに到し、白 

砂ﾡ40-80元 を加るとごエゾヤチ ネ ズ ミ の開食量 を 増大せ し め

( 15 )



る。 假令喝食頻度は 3H間に大を認め得ないどする る ﾡに砂 

ﾡを加へ多少な ) こ %W食量を増大せ しむ る こご要な ここ 思

第 5 圖 ﾡ分の増量ご好ごの岡係

野外試験 (4 の噛企映況

(前つて上 り砂wS0入、概、砂が40互入)

( C ) ﾡ分の増ど 嗜好 ご の 關係

鹽分の増量 こ 嗜好 ご の開係を知 ら 心が爲 め の如 き 材料そ 刑 ひ野 

外試驗を行った。

野外試ﾡ(1)一試験材料

(I=ﾡﾡ材500+企ﾡ30E
I =ﾡ歩材500近 (採神M予

(I =書数材500此+企ﾡ1う

試験の精果は附表第15(省許)の如 く、嗜食は標事M子=90.85瓦 

で最る多く、次が 15速入 = 58.30定、30花入 = 25.80先の順であつた。 

然し食類度は職15瓦入が15回、30瓦入が14回、標事削子は12回で 

前者 よ り幾分労つてゐた。別の試職に於てるﾡ入削子の噛食はは標 

準ﾡ子よ り %ﾡく、野風の好を埼大せしむるには大なる意義が無 

いへこごが判つたので、之が詳論を避ける こどにする。

(D) サッカ ツ ンご好ごの開係

ッッ り ンご"好ごの開係そ知らんが爲め、 の如き材料を用ひ 

室内及野外試ﾡを行つた。

室内試ﾡ( 1) 及野外試験(2)一試験材料

I =米様375応+ﾡず材125元+I20互+ サッカリ ン0.1正
I =米神37う十葉数材125+開20+ サッ カリ ン0.5元

I =米神375x+ ﾡ 数粉125正 +I20 (標準M子) 

IV=米神375元+ﾡ数材125+H20車+サッ カ ッ ン0.3

室内試ﾡの結果は附炎第16 (略) の如くであつて、20mの1 日 

の不均食量は ッッカ ッ ン 0.3瓦入=7.69ﾡが標準剛子=7.00近、 

0.5 瓦入 = 62五、0.1 瓦入 =5.40 瓦の順であつて、ﾡ食頻座4所共 

18回であつた。

野外試職の結果附炎第17(省略) の如くであつて、20商所に於 

ける1日 の 平均嘴食量は、サッカリン 0.3 死入が 78 瓦で最 も多く、 

室内試験ご一致した。其次が0.5瓦入 = 5&57宠、0」瓦入 = 57.10瓦、 

標準网子= 49.57瓦の順であって、三者間には大差は認め難い。以上 

の階食類度は 16.18.15.16 同のMで、4和間にはﾡ著な差が無い。 

之を要す る にサッ カ ッ ン混入は、之等の粉 500 ﾡに勢し 0.3 ﾡ程度 

が適量の様に思ふ。

(E ) 砂ﾡ及サッカリンご 嗜好 ご の關係

砂糖と サッカリ ンごの好ﾡ係を比較せんが爲め野幌産野取20頭 

につき 次の材料 上用 ひ試驗を行っ た。

室内試驗(1)-試驗材料

「=米神375 4 兼ﾡ材125f + 類ゆ柳i。 + D30x 
L=米ﾡ375+ﾡ獲材125+サ ッ カ ッ ン0.3E ・ D30丘

結果は附炎第18 (省略) の如く であって、20 頭の 1 日本均食 

は黒砂棚40混入は 9.66死、サッ ッ ン0.3瓦入は8.01元で前者が 

利多く、ﾡ食頻度は前者11同、後者が12回で雨者間に大差を認め

C 16 ) ( 17 )



得 なかつ2o この 岡係 は 更 (に精査 する 必要 を感 じ た の で、後章 に 於 

て述ふる 大豆ﾡ 入 町子 を用ひ次の 如 き 試驗 わ 行 った。

室内試感(2)(3 及野外試験 (4)-試驗材料

( I =米様313・奇客材125+大豆神材09+黒砂納40+D30
1 I = *株313E + お 麥 粉12 万瓦 + 大豆納材02+ D30
I 町 =米神913互+ﾡ数材125+大豆精材62工+サッ カ ッ ン0.3+聞20

この三林よ ク々15瓦大の削子を造り、40 頭の野鼠(釧路國川湯 

ﾡ、捕獲後1商月以内のるの) そ二細に分け試ﾡせるに附第19- 

20 (省略) の如くであつて、T戦例(2)及(引)に於ける20yの1 H不

階食量は、黒砂ﾡ0瓦入が22.08瓦及37.900瓦、 がサッカ ッ ン0.3 

亜入で 21.20 混及 13.94瓦、 が*十映を入れざる % ので10.38死及 

12.06互であつた。之等の「食類度け17及16.16及16.15及14であつ 

てﾡ食量 ご 同様な 傾向に あ つ た。

以上砂ﾡ入スごサッカ り ン入ごでは、囑食量は 實驗例(2) の場合 

では大差な く、(3) の場合では顯著であっ た。嘴食頻度は兩回共大 

推無 く、砂糖入は サッカリン入より 稍多い。

野外試験の結果は附表第21 (省略) の如く であって、20商所に於 

ける 1 日の均嗜食量は黒砂ﾡ40ﾡ入は9.6死、サッカ ッ ン0.3死入 

(は 9.5 死で、兩者間に顯著な差異はな く、ﾡ食頻度は前者は18回、 

後者が15回であつた。寸味を入れざるるの、共ﾡ食るﾡ食頻度 

%雨者上 り 稍劣って ゐた。

之を要す る に米極313瓦 + 蕎麥粉 125龙 + 大豆粕62証 + 膠40无に、 

黑砂糖 40 瓦加 へ たるのごサッカリ ン0.3 死加へた %のごでは、雨者 

間 に大差な き %、黒砂糖入の方幾分優秀な るこど が明除 ご な った。

(F) 膠と嗜好との關係

米様を 主原料どする 明子は林着 力が弱 いから、500元 に 對 し 20 
内外のﾡを加る方が良いので、之が添加野ﾡにﾡし如何な る影 

ﾡある や20頭 の 野鼠 を 用 ひ試ﾡ そ 行つ た。

(18 )

室内 試驗 (1) 及 野外び験( 2) 一試戦材 料

I =ﾡ歩材う00此
I=ﾡﾡ材500+間20
I=奇斐材う00+肥20
1V=葉ﾡ材500

室内試験の締果は附炎第22 (行略) の如くであつて、10頭の1H 
の」弾食量及ﾡ資類度はI=11.03瓦:9画、 I=8.09元:9回、 I= 

7 以。 瓦： 8回、N=14.53ﾡ:9回で、蓍麥團子の場合でも、燕麥團子 

の場合介でる、ﾡを入れた%のはスれない %のに比しﾡ食量幾分労る 

ことが判つた。

野外試ﾡ(2)の結果は附炎第23 (省ﾡ) の如く であって、希麥粉 

軍用最も多く 喝食され、次が葉楽初500元加圏20瓦、燕麥粉草用、 

蕎麥粉 500 ﾡ加開20瓦の順で共成ﾡは不同であつて。之を要するに 

ﾡ楽松ス葉数粉に勢し、膠20宠程度の混入は野鼠の嗜好に大な る 

影響を認め得ない。

(G) 香料 と嗜好との關係

家鼠の誘致劑と して香料は廣く 應用 され、相備効果あ り ご報告さ 

れこるのるわる が野ﾡに ﾡしては極めて少いo

香料 ご一口にﾡするる、海外にて 今 日ﾡ使用 さ れた %のは、 其ﾡ 

ﾡに多 く エゾャチネズミにﾡして何れが』る適切なるや見書る 

付かざる狀態で、あ る。 依つて本邦に於て容易に入手し得る白紋油、 

胡麻汕、薔薇•油 につき 嗜好關係 を 調査 した。

室内試ﾡ(1) 及野外試驗(2)一試,驗材料

(I =米神375葉数材125+ 白紋油 塗布

I =*様375 + 燕 数物125 瓦 ト 薔薇油塗布

, I =米ﾡ375+ﾡ数材135正+ﾡ油銃布

IV= 米ね375 + ﾡ数材125 (様ﾡ叫予

武室内ﾡの結果は附表第24 (省略)の如く であつて、20頭の 1 円 

平均嘴食量及囉食頻度は I =7.09死 :17回、I =1.60x 5 回、・ =7.1

:16回i、N=8.38瓦:17回で、標準開子る多く噛食され、炎が

( 19 )



胡麻油、白核油、徴油塗の順でつた○「食頻もﾡ徹池 

布は%先つてゐた。

野外試境(2)のﾡ果は附表第25 (省ﾡ) の如く であって、20商所 

の 1 日 の平均喝食量及喝食痂度は I =120.50瓦 : 18mi、II =41.15元: 

14回、I=59.10死:10回、IV =50.20龙 ： 16回で、白紋油魂布る成 

ﾡ良く、次が湖ﾡ油塗布、無塗布、ﾡ後山塗布の順であつた。

ﾡ食ﾡ渡は「食量ご略同一傾向にあ り、白終がる多かつた。 

之を要ナ る に室内 では無塗布が多 く ﾡ食され、野外では 白終が』 

% 多 く ﾡ食 a れた ここになる。若 しllを塗布せん ごする 場合 3 和 

の内白終を用ひる ご宜敷しい。 從來の說に依れば、香の加は 

鼠の注意を引 くため誘致剤: して應用するのであつて、必ずしも喝 

食量の増大 こ は 一致 しないるのご云はれてゐ が、ﾡ済が許す な ら 

白紋油の塗布は決してﾡく ないご思ふ。

I 經濟的團子の混合物と嗜好との關係

色Eに述べ 2 ゐ が如く、炭酸バ ソュッ ム合有ﾡ子は エ ゾャ チネズミ 

に知覺 され易い傾向があ る ので、團子の食味 を 良好な ら しむる こど 

は絶ﾡ的に必要 である。而 % 大面積の驅除 に應用 するるの なれば、 

成るべく 安價 に し て經濟的 團子の調製 を 目標 ごしなければならない 

故に若し野ﾡの叶好度を低下せしめざる範国内に於て、共一部を他 

の安價な材料を以て代用 し、容量化増さ しめ或は共の代用物○混入 

が却つて好渡を高むる こごは得るな らば其の利益は實に大きい。

此目的に對する添加物と して米ﾡ、大豆粕、魚粕等を選んだ。

今蕎麥粉、米ﾡ、大豆ﾡの一般成分を記すれば第8表の如くでわ 

る。

( 20 )

若変粉、米糧及大豆料の一般成分の第 S 表

類 可食分 水分 総究楽
白質

NンG.25
合 水 

ど 素
戦 維 無代質

無 機 質

水浴性 不治性

麥 粉 100 9.00 1.136 7.10 1.08 79.60 0.3S 0.56 0.56

株 ■100 12.20 2.000 12.50 18.20 35.90 9.20 12.54 0.17 12.37

大 豆 100 27.44 7.580 47.55 4.31 11.5s 3.22 6.75 3.00 3.75

類
アルカ

アルカリ 度
ﾡ 酸 
(P:O5)

石 灰 

(CO CFss)
食鹽

温 栄 
カロリー

述火加 
型に依る

石が火 
上に依る

麥粉 2.5 — 2.50 0.319 0.016 — — 366

22.3 9.3 13.00 5.3i6 0.147 — — 3oS

大 豆 ﾡ 53.6 24.8 28.80 1-065 0.097 0.069 2.82 28

薄麥粉は 含水炭素が覆及大豆粕 よ り通かに多い。 蛋白質は 大豆粕 

の方が•希麥粉及米糠より遙かに多い。脂肪は蕎麥粉と大豆粕とが稍 

少なく 米極は兩者 よ 勺 遙かに多い。力 ・ ソーのﾡではﾡ数ご米ﾡご 

は略同じで、大豆ﾡは両者上 り劣つてゐる。 他無機質、アルカ ッ 

等 1 三者«々 特徴 を 有して ゐる ので、之等を適に細合せ て 三者の 

缺點を或程度補ひ、野ﾡの好するﾡ子を劇製せんご各和の試験そ 

行つた。

(A) 米ﾡを主ごせる叫子ご好ごの開係 ・

米糠は本邦に於て特に良質の % のが多量に生産され、両もﾡめて 

交慣なるのである。則ちﾡ獲粉120銭のM米種は1 4獲間で約 

五分の一の価段であるから、之が使用法の改ﾡ大第で非常な利盆を 

ﾡすとごになる。

室内試驗(1)及野外試驗⑶一試驗材料

I =米陣375工+ ﾡ菱粉1:5
I=米ﾡ975+ﾡ変材125
I = 巷 麥粉500瓦

I=米ﾡ312.5互+葉夢材03.75+ 蕎麥粉 93.75 瓦 .

野幌國行林産野最20頭に 對 し 1選間施興試験 を 行ひなるに、結果 

は 附表第'26( 省略)の如く、1Hの不均嗜食量及嗜食頻度はI =6.40x
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:13回、I=8.77:1回、・=31.89元:17回 IY=6.69元:13回で、 

I の満数叫子がる多く噛食され、次が I.N.I. の順で、ﾡ食類 

度 % 略同様の傾向に あ つ z。
野外試験(2) の精果附表の27 (省ﾡ) の如く、2 間にハけ a 

1 日の本均食量及階食頻度は、20商所でI =26.05x : 12回、II = 
20.90死:10回、・=92.90瓦:19回、I=17.00元:12回であつて、 

室内試験ご同様ﾡ変W刑ﾡ子』る多くﾡ食され、 がI・I.I. の 

順であつた。

之を要するに "の希麥粉明子は他の三純よ ら喝食量る喝食頻度 % 

多いここそ示し、他の三種間には顯著な差異は認め られない。

(B) 大豆粕 と嗜好 と の 關係
(7)

従迷の説に振れば、肥料ご して大豆柏、油ﾡ、鎌ﾡ等を田畑に施 

貴するに至 り るこめ、野ﾡのﾡ殖を促したご云はれてゐる。然し 

之等を具ﾡ的 に比較試験 し た例に乏しい。之が関係 を ﾡかにせん ご 

10頭の野風につ き次の如 き讃感を行っ た。

室内試験(1) 及野外武験( 2 )一試験材料

I =ﾡ変材150応+大豆ﾡ材50元

11 =ﾡ変材500

室内試験つ精果は附炎第28 (省略) の如く、1週間に於ける10頭 

常1 日 の年嗜食量及嗜食類度は I =14.37元 :9回、I =8.39死: 8 

回で、大豆船入は入れざる %のに比 し可成り多く ﾡ食され、ﾡ食類 

度る少しく 多かつた。

野外試験の精果は附表第29 (省略) の如く であって、2H間に於 

ける1日 の不階食量及曜食頻度は20簡所でI =27.65 : 19回、I = 

18.50 瓦： 15 回であっ て、大豆柏入は入れざる ものに比し喝食量が•遙 

かに多い。喘食頻度 も 亦多く 室内試驗結果 と一致し、大豆船入が常 

入れざる %のに比し好食される こどが判つた。

火に大豆船加の適量を知らんが爲め、 の如き材料を用ひﾡ子 

( 22 )

を道り ・ ﾡl路関川湯産野量20頭に施奥し試ﾡを行つたo

室内試驗 及(1) 及野外験(2)一試験材料

I =米株313+書野材125+大豆神材62+ D30
・ I =米松313 +ﾡ数材125 十 大豆ﾡ材93E + D20 ・

、I =米N313+務数材125+大豆精材134+J:0x

室内試ﾡのﾡ果附表第30 (省略) の如く、7 H間に於ける20頭 

の一 日 の平均喝食量及囉食頻度は I =45.82正 : 17回、I =21.44x : 

17回、I=27.52死:18回で、大豆ﾡ粉92瓦を加→たるのがる多く 

ﾡ食され、 が121x : 93瓦の順であって、喝食頻度は三者間に大 

差がないo

野外試驗 (2) の精果は附表衛31 (省略) の如く 20 箇所に於け る 1 

日 の平均喝食量及喝食頻度は I =52.20x :16回、I =53.55x :16回 

・=44.85ﾡ :13回で99瓦加→たるの撤%多 くﾡ食され、次が62x 
124瓦の順であつた。ﾡ食類度は03瓦人ご99瓦入ごは同じで 124混 

は前二者ょ り 劣つてゐた。

之を要する に大豆ﾡ粉の添加適量は粉438死に付62-93の附近 

なる こごが判る。

本項の(A)に於て米種にﾡ楽粉や葉楽粉そ加→たるのは、ﾡ数粉 

のW川 より劣るとこ を述べたが、然 ら ぱ前者に大豆粕粉を 添加せば 

如何なる變化わるやを知らんが爲め、次の如き試驗を行つた。•

室内 試驗 (1) 及 野外試戦、2) 一試験材料

I =葉数材500+D20応

・ I=米神313互+ﾡ数粉125- 大豆知、紛62瓦 4 腰20瓦 

、I=ﾡ数粉500正+J20正

室内試驗の結果は 第 9 表の如く 大豆粕入関子は燕麥照子、ﾡ数ﾡ 

子 ・ り ﾡ食量多 く 囁食頻度 も 多い。

野外試験 (2) のﾡ果第10表の如く 大豆ﾡ入ﾡ子はﾡ数ﾡ子や葉 

変叫子に比 し囉食量が斷然多かった。然し嘴食頻度は蕎麥粉ヵヾ稍多



く、次が大工柏ﾡ入、葉粉っ順でつ2o
ﾡで注目 すべ きは米ﾡ加ﾡﾡﾡに大豆ﾡﾡのﾡ加は エ ゾャチ ネ ズ 

ミの嗜好度を高むる こごであって、蕎麥粉や燕炎粉の 軍■川则子よ り 

著しく優れてゐる。

第9表 著数粉 ご 燕麥粉 ご 大豆相材入ﾡ数わ加

*ﾡﾡ子ごの調係 室内試城 (1)
他 試野鼠 ﾡ路図 弟子川林川図行林産 =ゾャチ ネ* ミ 

試 験 期 自m和144 513H 玉同4同月17日

\摘
供 試 

頭数

I I I 添

企

4り
食

ﾡ 食

頻度

1頭階 
平均 
食吊:

總

基

ﾡ 企

頻度

1 
本 均 
企 ：!>!；

總 

1t 
衆

ﾡ 食 

頻度

1項i
4 均 
食 基

■ 第 1H 目 20
北A 
8.50 11 0.43

25:90
19

死
1.20

死 
12.60 12

6.03 馬鈴磐 
無 ②

第 2 II 目 (30) 9.00 11 0.4s 22.50 13 1.13 10-90 s 0.55 ク

第3日目 (20) 42-00 18 2.10 48.80 18 2.44 34.10 18 1.71 ク

第4日目 C20) 29.10 18 1.40 21.80 15 1.09 18-00 14 0.90 ク

第5日目 (20) ；2.10 16 1.61 14.7C 13 0.74 15.30 11 0.77 ク

計 20 121.30 74 6.0S 131.70 78 6.60 90-90 63 4.56

1 百 孫 
總平均

20 24.26 15 1.22 26.31 16 1.32 18.18 13 0.91

第10表 ﾡ姿粉 ご 燕麥粉 ご 大豆粕粉入赫麥粉加

米糠團子 との關係 室内試験 (2)
試験 地 江別町野桃図林

試 験 期 自 M和144 5月7 日至同4同 月 9H

(C) 鯛粕と嗜好との關係

■粕 ご "好 と の 關係 そ 知 ら んが爲 め次の如き 試驗 を 行つ た。

野外試驗J)-試驗材料

f I =ﾡ数場500工
1 I =ﾡ数材160+野相40正

野外試ﾡ(1)の精果H附よ第32 (省略) の如 く 20商所に於け る 1 

日 の喝食量及囉食頻度は I =74.60死 :16回、I =65.40元 :18回で、 

魚粕入は 然らざるるの に比 し嘆食量労 る %、嘴食頻度は其反對で あ 

つたo

前Aﾡに叫する試職は他に室内及野外試験各1回施行せる %、之 

が添加は何れも嗜好と餘 り關係が無 く、魚相の混入に兩要な意義を 

行しない こごが明Wごなつてゐる ので詳論を避ける。

IV 炭酸バリユウム含有改長国子に開する試験

以上各ﾡの試験結果 そ 綜合 して、 の如き 炭酸 リユッム 合有改 

良関子を製造し、室内及野外試職を行ひるに、從來の炭酸バリュ 

ウム薄麥网子に比し甚良結果を得たので、之お處理法、經費關係、 

製造法等につき 詳述 しよ う。

(A) ﾡ酸ッ ュ ッ ・合イ改良ﾡ子の調製法ビ ﾡ格

(1) ﾡ法及価格

( 24 )

、摘

順 -

試 験 

箇 所 数

I I I
絶企量

商 食 
頻度 ﾡ企

ﾡ 食 
頻度

総企量
ﾡ 食 
頻度

第 1・H 目

第 2. H 目

.20

(20)

ﾡ
3.10

25.20

14

10

23.60

74.00

19

19

12 50

25.30

17

18

計 20 • 33.30 30 97.60 32 37.80 35

1 H 常 總 平 均 16.65 15 48.80 16 18.90 18

(25)



第 11表 炭酸バソユシム 合有改良 開子の法及価格

ﾡ 剤 1 i が
昭 利 14
現 年

年 6 月
H 場 強 剤］

名 稱 數 衆 価 #
価 孫

o. 1 イo. 2 No. 1 7o. 2

米 株

ﾡ数

大 豆 納 材 

ﾡ 酸 ベリ= ッ ム 

黒 砂 納

又は サッ カリ ン 

# ﾡ ﾡ 

水

500

200

100

200

80

40 

ﾡ 480

500

200

100

200

0.G

40

約480

元 
1,000

1,000

1,000

500

750

50

3,750

両
5.0

23.0

10.0

70.0

22.0

70.0

630.0

回
2.5

4.6

1.0

28.0

2.3

G.7

回
2.6

4.6

1.0

28.0

0.8

G.7

1,000 1,000 一 •—— 45.1 43.G

黒砂ﾡの代りに ジカ ツ ンを用ひるご剤1ﾡにつき 1.5銭べく 

なるる、eE(に前章に於て論述せる如くサッカリンょり 黒砂糖入れの 

方を推獎したい。又事情に依りてば本處法より多少米糠を減じ務麥 

粉を増量する ここは一向差支→ない。

(2) 團子製 造並 に 取扱上の 注意事項

(イ) 米ﾡ、ﾡ数粉は 普通品 を 用 ひ た。

(p ) 大豆粕は普通肥料に供す ゐ 板豆ﾡの粉砕 した%の そ、ﾡ火 

にて矢り良く 乾燥後、. 擂鉢にて糾粉と な した。 (大量:産の場合は 

碾臼又は製粉機を川ふるを可と思料す) .

(、) 炭酸バリュウムは小島化學株式會)社(鹿印)(化學川隅藥川 

外劇物)500瓦堪入を使用した。

(=) 黑砂糖は普通品 を 用ひた。

(ホ) ッッカッ ンは盛野義商店製分銅印25瓦入を使刑 しこ。

(へ)棒狀膠は普通品 を用ひた。 ・

以上の材料を所定の分量に随ひ次の如 く注意 しM子ごな し に。

(イ ) ﾡ変粉200元にﾡ酸バ リユッム 200死を加良 く 混合し、 

それに米ﾡ500ﾡを加へ更に良 く 混合 し た次いで大豆料I粉 100死を

( 2G

加→更 に 入念 に混合 しこo

(ロ) 株状思40ﾡを熱湯460ﾡ中に投じ浴解するを待もて 更に 

黑砂糖 80 瓦 を 投入流解せ しゅた。

( ) 粹狀膠加黒砂糖液の 少 し く冷却する 頃 そ 見計ひ、前項の粉 

に投入 し良く練り固めた後、適常のさに延し、更に之を麵類庖丁 

にて所定の大さ に刻み錠劑 とな した。

(=) 銃剤の大き さは 0.5 xご し本剤 1延よ 2,000 個を遭つ

o
(ホ) 錠刑は出楽上 り 後狭火 に て 無 げ ざ ら 利度 に乾燥 した。 (長 

く貯藏する (に時々天口にて位燥しないごﾡ質の炭があ る )

さてこ の改良削子を従楽のﾡ酸バ ・ ユ ッ ・ﾡ婆叫子に較す ゐ こ 

価格が低な ゐ のみな らず共鳴食は非常に ょ い。

參考迄に從來の處法を記すれば次の如くである。

ﾡ酸バ リユッム 393元 46.6銭
ﾡ 麥 粉’. 0G7量 15.3銀

計 1,000 01.9銀

即ち改良ﾡ子は従楽のるのに比しﾡ剤1延につき 16.S錢安い。又 

從來蕎麥粉を 使川せる場合膠は 使用 しなかっ たが、T際問題ご して 

請麥粉 0.2 瓦加災酸 バリュウム 0.1 瓦の画子では、後者のが多過 

ぎるのみなら ず元楽ﾡ酸リュッムは水に溶解しない 薬で あるから 

ﾡﾡ粉ご の結合力弱 く 雨水に常 ゐ こ非常に前れ易い価向がある ので 

ﾡは政利度使川 した方が良い。故 (に若 しこ の M子にﾡ そ少しで%入 

れるど価格は改良ﾡ子よ り金々商いここになる。 :

( B ) 炭酸バリ ュ ッ ・合行改良ﾡ子の室内ﾡ食試験

炭酸 バリュ ッム合行改良M子ごﾡ挙無市開子ごのﾡ食価向を知 ら 

んが爲 め、10頭の野ﾡにﾡし雨和の M子を 各 1 箇宛施與 し、それに 

添食物ご してクロ ーー及水を給興 し試験せるに第12表の如くであ 

る。

( 27 )



第12表 狭酸リツム合有改良町子ご 

ﾡ挙無削子 ご の喝食比較

供試野原 釧路國弟子加村川湯國冇林産 =ゾャチネ ズミ 

試 聡 J 自昭和14年5 月30日至同4同月31日

第13 次 炭酸 バリュウム 合行ﾡ楽削子 ご

同改良團子との喝食比較

ﾡ讃野取 釧路國弟子川村川湯国行林産エゾャチネズミ 

試 驗 J HI和 14年 5月31H王同4 G6月1H

野鼠

番ﾡ

1験蘭

体 爪

1験後

件 m

炭酸バリュウム 
合イ改耳 側子 商麥無港刖子

納果
死に至 
るﾡの 
時 Il!

添 食 物
クロバー

水施E興 
前 率

施央 
前

岡食 
量

施央 
数 企数

1 3.00 27.70

充

0.59

ﾡ

0.10

95

17
比
0.55

あ

0.08
る

15 死

西 み

1.50 15 0 小量

2 24.S0 24.20 0.64 0.02 ・ 0.51 0 17.00 15 2 ク

3 40.10 39.00 0.70 0.13 19 0.50 0 — 17.00 15 1 ク

4 26.90 25.70 0.56 0.17 30 0.54 0.54 100 ク 23.20 15 15

5 33.10 32.40 0.60 0.47 78 0.53 0 — ク 17.00 15 0 ク

6 34.00 - 0.52 0.03 6 0.69 0.08 12 — 15 15 ク

7 39.10 3G.50 0.4s 0.17 35 039 0 — 死 17.00 15 5 ク

8 35.00 — 0.55 0.11 20 0.4s 0.48 100 生 15 15

9 27.80 25.80 0.60 0.01 2 0.5S 0.01 〇 E 17.00 15 G ク

10 35.50 32.50 0.09 0.30 52 0.66 0.05 ク 17.00 15 9 4

平均 32.75 30.47 0.59 0.16 27 0.54 0.12 23

野収 

番ﾡ

賞験前

件 T
1験後

件 市

炭酸バリ ユ ウ ム 
合行 改武叫子

炭酸バリユウム 
合行変叫子 納果

死に至 
るﾡの 
時 間!

添 食 物
クロバー

水施央
前 :炊

施央 
前

ﾡ食 
廉

階企 
担

施央 食數

11 23.70
運 

24.70
充 
0.74

屁
0.01

%
1

混

0.69
元
0.08

%
12 死

両 分 

G.50 15 19 小量

12 38.30 30.00 0.75 0.09 12 0.63 0.03 5

以内

ク 15 〇 ク

13 36.60 33.70 0.61 0.16 26 0.51 0 0 ク ク 15 0 ク

14 2S.30 20.00 0.71 0.15 21 0.67 0.04 6 ク ク 15 5 ク

15 30.80 29.00 0.50 0 0 0.61 0.07 11 ク ク 15 3 /

16 27.00 20.00 0.70 0.12 17 0.63 0.12 19 ク ク 15 1 /

17 38.00 36.50 0.58 0.02 3 0.71 0.09 1o ク ク 15 2 ク

18 25.00 24.50 0.47 0.0s 17 0.63 0.02 3 ク 15 9 ク

19 38.80 36.00 0.59 0.14 a4 0.64 0 0 15 ク

20 39.50 37.40 0.57 0.02 4 0.64 0.10 16 ク 15 6

平均 32.59 30.9S 0.63 0.08 13 0.64 0.06 9

症 (1) が酸バリ ニ ウ ム命行改M子=米株500互十ﾡ数材200互 大豆ﾡ材100丘

+ 照ゆﾡS0互+状酸べ ッ = ウ ム 200瓦+心20瓦
(2) ﾡ 数無預M子 = 奇 数材W川

狭酸 ツ ュ ツ ム合有改良剛子の不均食量は 0.10元、ﾡ削子の 

不均ﾡ食量は 0.12死で、前者の方が却つて多 く食され雨者間には大 

推はないo
次に同様な方法に佐 り ﾡ酸 ッ ュ ッ ム 含有改良网子 と同蕎麥開子 

と を同時に 10 頭の野鼠に同時に施與 した る に第19表の如くである。

一頭常平均喝食量は炭酸 バリ ュ ッ ム 含有改良團子は 0.08x、ﾡ酸 

リュッ ム含冇然麥團子は 0.06 死で、前者が後者よ り 好食せられ

z。

・ (1) 炭酸べ リ ニ ウ ム合行市数団丁=ﾡ変材800形+炭酸バリ ニ ウ ム200丘+D40瓦
(2) 炭酸パリ = ッ ム合行改丁M子=米神500正 +務変材200正 ト大豆粕粉 100 瓦 

+黒砂材80正+炭酸リュ ッ ム200互+D40正

とと要す る に室内試感の精果で 炭酸ソ ュ ツ ム合有町子け同 

合有ﾡ変剛子よ り好食されるのみな らず、無毒蕎麥團子に優る ご % 

劣らない。

(C ) ﾡ酸 リ ュ ウ ・合行改良剛子の野外食試戦

實驗例1.
狭酸べ リ ュ ウ ム合有ﾡ変叫子ご同改良ﾡ子ごの野外曜食傾向を知 

ら んが爲め、 エゾャチネズミ の概心す る 遭林地 3 箇所 を 選び雨ﾡの 

團子 を 同時に施與 し、4-6日間に重り毎日 共明食量 を 調査比較 し 

こるに第14表の如くである。

( 28 ) ( 29 )



第14 表 炭酸 ユ ツ ム合行ﾡ変開子ご

同改良画子との喝食比較

試験商所 江別町野幌國行林第『施業m内 3箇所

試 駒 期 e 呼和144: G7H 同4同月17日

試 毒 剤 ﾡ 食 數 A:A 備 , 考

箇 所 面 種 種類
ﾡ興 
区

第 1第2
II II 山l

死4
II

第5第56
II III at o 比

ヤチグモ
ﾡ林地

o1{

A
100

100

-- 
15

46

15

31

oゲ
4

4

5

— 36

SG

)1: 2.38 .1.M子のさ0. 

5丘

カラマツ 
造林地

0.1 ( A

A
100

100 27

9

16

10

21

11

13

6

11 —

43

ss

)1 ： 20!
2.験地に は何 

れも林下にﾡ 

商生す。

カラマツ 
造林地

0.1 ( A

A

100

100

3

19

7

9

0

5

4

7

1

1

0

0

15

41

}1: 2.73

ﾡ A=数粉800互十ﾡ酸バリ ユ ツ ム200形+勝10元

▲ = 改開子=米ﾡ500正 + 荒麥粉200瓦 + 大豆精納100
+ 酸 リユウム 200 + 黒砂沛 80 瓦 + D40丘

共結果けはﾡ酸 ツ ユ ツ ム 含有當麥團子の嘴食量 を 1 ごすれば、ﾡ 

酸 ッ ユ ッ ・合有改良M子の川食量は 2.04-2.73 倍の多 き に逆 し閉 

然優秀なとごが判つた。

T験 例 2.
ﾡ変ﾡ剛子100 個宛5H 間毎 H 施典 したるに1日のﾡ食率93- 

100%を示し、 火いで無ﾡ改良ﾡ子を毎日100個宛9 日間施與したる 

(に78-96%を示し た ろ エゾャチ ネズミ の楼息するトドマツ造林地 0. 

1 Wに、最初狭酸ツ ュ ッ ム合有改良ﾡ子ご同ﾡ挙ﾡ子ごを同けに 

100個宛施貴し、翌口は無荷改良削子を100個施興し、同様の操作 

を 7 日 間繰返 した るに第 6 圖の如き結果 を 得た。

このﾡ果に依ればﾡ酸バ ッ ュ ウ ・合有改良M子は同ﾡ変期子に優 

る と ごは一目際然であ る。 無毒團子を 1 日(こ 90 個前後喝食す るﾡ林 

地 0.1陥に於ける1選間の非期子ﾡ食数89Mであつ2。共内課は 

前者58個、後者は31個で あつ'て、1 週間 目 には無毒の喝食率は、最 

初90%以上のるの力償か4%に過ぎなくなつた。 :

第 6 圖

野鼠の炭酸バリ ユ ウ ・合有改良町子噛食傾向試験 (共→) 

試 燃 地 i江y町野f拠Nﾡ皿施茶N門 ト ドン幼的通ﾡ地内
ﾡ行面積 0.1 FGi

ば ﾡ 期 白H和I年5月261至年6月1IR

實驗例3.

エゾャチ ネズミ の嗜食率92% ご 586 を 示す二箇所の 造林地 0.1W 

宛選定 し、無改良叫子を毎H100 偶宛 4 日 間施與後 5日目よりﾡ 

酸リュウム合行改貴期子を100個施興し、翌日は無毒改良團子を 、 

100 個施奥 し、 機伸作 を 繰返 し10 日間ﾡ績 したる に節 7 圖の 如く で 

あつc。
. この結果に撤ればﾡ酸リユッム合行改ﾡ子を施奥後、無毒改 

貴叫子が前者よ ら多量にﾡ食されるとこは、ﾡ食106以上の場合 

では認 められなかつた事は注目すべきこごである。即ち有奪剛子ご 

無毒團子の啜食差が極めて少く、野員は求酸バ り ユ ウ ・合有改良剛 

子を“毒團子と區別 し得ない傾向の ある こごが判つた。この傾向を 

第一章第IV節の野外試験に供した叫子の階食価向ご比北較すれば、9 
の相述がわ り 如何に改良ﾡ子が優秀な性能を行ずるかが判るで

おらう。 ■

C 30 ) C 31 )



第 7 圖
野鼠の炭酸バリ ユ ウ 合有改貴ﾡ子ﾡ食傾向試験 (二)

整地 江別町野幌 出方•林办 迎 燈尊5内 ククマツ池#2協所

施行面ﾡ 各0.1m '
黙期 自即和14年5月30日至同40月15日

(D) 毒劑撒布量及撒布時期
ﾡ剤の撤布量は 5.6月 の試驗結果から 見て、微害地 にし て無毒囁 

食量57-596の場合は 0.1 陌當 53 個、79-100%の場合 89-103 個 
施興せはば無ﾡの嗜食量を10%以下に減退せしめる こごが出る。又 
第一章第IV節に於て述べこる如く、秋季の驅除試驗に於ては、無ﾡ 
開子の階食率70%の場合淡酸 り ュ ッ ・合行ﾡ子が 0.1 陌當 100 個、 

83-88% の場合 0.1阿常138-214個W食された時、無毒の喝食Mを 
10%以下に減退せしむるこごが出楽た。勿論此場合幽子の柿類大小 
に関係があつて一修に論じられないが、大体の傾向は 01 陌當 100一 

200 見當 なる こごが判る。
之等の事實 よ ら 歸納 して、淡酸 リ ュ ッ ム合有改良ﾡ子を微被 

地では 1 陌當 2,000 個、中被害地では9,000-4,000個、激告地では 
5,000-0,000 個を撒布すれば充分の樣に思ふ。前撤布量及同→ﾡ邦 
の連用に阿 しては研究の餘地あ り、目下試驗中の野鼠習性調査の結 

果を俟ち更に正鵠を;期し度いざ思ふ。
從來炭酸 •ベ ッ ュ シ ・合有削子を同一秋期内短時日 の間に、2 回乃
9回 に分割 し て撤布 して居 こが期か る 必要は認められない。即ち 

ﾡﾡバ ソュッム を一度小量食して 回復せる 野鼠は共後滅多に之 を 食 
はない傾向があ るので、短時日 を置いて 2-3回分割して施奥する 
% 食はない るの食はないのでみ るから一度に必要量施奥する方 
が有利ご思ふo

殊に秋除雪前は野取の活動がI盤であるから、 初よ り造林地に 
多量に施與 し、見付け次ﾡﾡ食する機令を貴〜た方が良いご思ふ。 
又最近は勞力不足のため、賃金高謄してゐ る際でゃあい、勞力經濟 
の見地上 する %本法を行利ご宿ずる。妍樣な譯で意劑を一回に施 
奥するこゞご なれば、勢ひ叫子が野外に施典された後、出楽るだけ 
長い間崩れない ものでな く てはな らないので、ﾡの如き %ので堅め 
る 方法 を 講ず るここ が必然的に起るのでわる。

奪剤の撤布前期は降管直前が単ま しいが、時期 を失しない様に少 
し 時期 を 早めて 施興 し な 方が良 いざ 思ふ。餘り 遲く なつ て雲に 見舞 
れ爲め撤布 しなかつ こな ど と云ふ聲を履々聞 く のは甚だ遺憾であ 
る o ス秋ク 初めから 被告の あ る 場合は 随時施典 し て願除す べきであ 
る ご思ふっ
早春ﾡ雪直後は野ﾡの繁殖期に入るので、個識敷が1ヶ年で一番 

勘 い 時期で あ ゐ ら しから、此の 時期 に親鼠 を 驅除する こと %必要 
ご考へられる。勿論春の毒劑撤布量は秋季 に比 し或程度減 じて%良 
いご思ふo

衆後に毒劑の撒布は目的林地に平等に分配さ a る様人夫を督職す 
べきであっ て、人夫の通行 し易い箇所にのみ多量に撒布 し、他を省 
り見ざるが如き最る排除すべき こご、思s。

( 33 )
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V 摘 要

(1) エヤチネズミ は 盟分 よ り ﾡ分/ 方 を好食するo

(2) 黒砂糖混入の適景は粉類(薄麥粉、燕麥粉、米ﾡのW川火 

は混用せる %のを指す) 1 町にﾡし80瓦内外である°

(3) ッカッ ン混入の適量は粉頼1延にﾡし0.6ﾡ内外である。

(4) 粉1延にﾡし砂ﾡ80死混入せる %のはサッカッ ン 0.6 ﾡ混 

入せる %の よ り好食される。

( 5 ):M子を墜め る た め 棒狀膠を使用せん ごするごき、粉 1 Ifの 

中宇量が米ﾡ○場合はﾡの適量は40瓦内外であ る。 (ﾡは約480 定 

の熱湯にて煮沸溶解して用ふ。

( 6) 香料ご して白綾油、胡麻山、ﾡ徴等の試験そ行ひた る (に 

室内試驗では胡麻汕、野外試ﾡでは白絞がﾡ良かつた。之等っ香 

油の内』る「食不良な り しはﾡﾡで他の二ﾡご難る%無處理の%の 

ご大差が無かつた。

(7 ) 無ﾡ改良叫子ごは米ﾡ500瓦+ﾡ姿納200瓦+大豆船粉100 

ﾡ + 黒砂ﾡ 80瓦+ ﾡ映ﾡ 40項 + 水 384x を 指 し蕎麥粉1 ,000 x + 棒 

狀膠 40死+水 480 混 o 削子 よ 6 野鼠に好食 される。

( 8 ) 炭酸.バリュウム 合行改良 関子 ご 稲す 6 は米ﾡ 500 E+ﾡ数 

粉209死+大豆ﾡ粉100死+ﾡ酸リユッム 200死+黒砂納80死+株 

狀修 80寃叶 水 480 瓦 = 1,000无 (團子實量)にして之よ り2,000個の錠 

報) を調製する。錠剤 1ﾡの大さけ 0.5 混で屮に炭酸.バリュウム 0.1 

丸を含有してゐる。

(9) 狭酸リユウム合有改良叫子!ﾡの慣格 (M和14年6月現 

在)は 45.1袋で、従楽のﾡ酸 ッ ュ ッ ム含有蕎麥團子1■肝 61.9 錢に 

比し16.8錢安い。

(10) ﾡ酸ッ ュ ッ ・合行改良叫子ご従求のﾡ酸 ッ ュ ッ ム合有 

ﾡ数剛子 ご わ 野外に同時 に施奥 し、其嘴食傾向 を 調査 したるに、前 

者 は 後者の 約 2 f食 さ れ共成紅松 め て 良好で ある。

(11) ぬ酸 リ ュ ッ ム合行改良削子つ撤布は 1阿常徴被告地に 

(2,000仙、中被害地には 3,000-4,000個、激害地 5,000-6,000 個が 

適常であ らう。

(12) ぬ酸 り ユ ッ ・合有改貴M子は秋期除雪前必変量を一回に 

布するそ得築ご伸ずる。

(13) 初秋ごﾡる被省の徴候わる川は随期剤の撤布を行ふを可 

ご思料す る 0

(14) 季ﾡ雪直後は、野ﾡの繁殖期の初まりで一年中で野最の 

個艇數の奴も少い時期であるから毒劑の撒布が望ま.しい。此の場合 

の布量は秋期に比 し少量にて可ご思料する。

(15) ﾡ列の撤布は目的林地に不等に分配 さ る樣人夫を督例すべ 

きであつて、人夫の通行 し易しい箇所のみ に多數に撒布 し他を省 ら 

見ざる が如 きこごはる 注意す～きこごである。

WI 結 論

以上エ ゾャ チ ネ ズミﾡ除川ﾡ酸 ッ ュ ッ ム含有殺鼠劑に就いて論 

述せるが、今回考案の炭酸.•バ リ ユ ッ ム合有改良團子は從來北海道に 

廣く 應用 された炭酸ハ、、 ッ ュ ッ ・合行ﾡ数M子に比 し、約 2 倍る野外 

に於て好食されるのみならず、價格の熟に於て も 1Iにつき 16.8錢 

も安いので一般に推獎し度い。目下當場に於て防除に至大の關係を 

有する 野取の生態訓査に閲す る試ﾡをT行なれば、順を追ふて之 

が結果 を後し、本道 o ﾡ林事業上の 一大麻書物に る 野最被省 を軽 

滅し、以て森林資源保護の萬全を期し度いと思ふ。
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